
資料の一部修正について 

① （誤）シュミレーション ⇒ （正）シミュレーション 

 

 

② （誤）２６校区 ⇒ （正）２６回 
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類通し
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（２）今後
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（３）進捗評価
（R10指標に対して）
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類通し
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（３）進捗評価
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業績目標

市社協主催会議等
を設置し協働イメー
ジ共有を進める

成果目標

設置運営訓練への
参加団体等拡充

和泉市における災害想定や発災時の対
応については、今後検討すべき事項が多
く、災害への備えはまだ十分とは言えない。
そのため、被災地への視察を通じて実際の
状況や支援のあり方を学び、和泉市で活
かせる取組みの知見を深めることに注力し
た。今後の具体的な取組みを進めるため
の下地づくりにつながった。

①拡充

シュミレーションカードゲームを
実施したことで、災害ボラン
ティアセンターの運営における
現状の課題を整理することが
できた。
今後は、明らかになった課題
を一つひとつ解消できるよう
必要な取組を進め、災害発
生時に災害ボランティアセン
ターが円滑に開設・運営でき
る体制整備に努めていく。

②計画通りに進んでいる

災害ボランティアセンター
設置運営訓練1回

様々な災害を想定した
設置・運営訓練を年に1

回行う

様々な災害を想定
した設置・運営訓
練を年に1回行う

災害ボランティアセンター
設置・運営訓練　1回

②効果的だった

シュミレーションカードゲームを行うことで、運
営イメージが共有でき、準備不足であるこ
とを実感することができ、今後取組むべきこ
とを整理する機会となった。

24
④ 災害ボランティア
センターの設置運営

社会福祉
協議会

災害ボランティアセンター
協働ネットワーク会議2回

協働のイメージ共有と不
足箇所の対策を検討

協働のイメージが整
理できている

石川県珠洲市への視察を行い、被災地
での保健医療福祉調整本部や災害ボラ
ンティアセンターの設置に関する課題を共
有できた。
災害ボランティアセンター協働ネットワーク
会議では、桃山学院大学から講師を招き
災害対策基本法・災害救助法等の一部
を改正について学びを深める機会とした。
設置訓練では、設置運営のイメージの共
有と課題抽出のため、本会職員のみで災
害ボランティアセンターマッチングシュミレー
ションゲームを活用した机上訓練を実施し
た。

石川県珠洲市への視察1回

災害ボランティアセンター
協働ネットワーク会議1回

災害ボランティアセンター
養成講座

（アイ・あいロビー)1回

①達成

業績目標

子どもを含む地域住
民対象とした福祉学
習を行った件数

成果目標

福祉学習受講後に
地域での福祉活動
体験等に繋がった件
数

②継続

引き続き、学校等への理解促進に努めな
がら、より効果的なプログラムの開発を進
めていくとともに、福祉を身近なものとして
捉え、市民一人ひとりが「自分にできるこ
と」を考え行動するきっかけづくりを進めてい
く。

②計画通りに進んでいる

3件 6件 12件
小学生はふれあい訪問で活用する絵手紙
への協力、大学生の社会福祉のつどいで
のボランティア活動

5件 ②効果的だった

30
② 福祉学習
プログラムの
企画と実施

社会福祉
協議会

小学校14校区
親子福祉体験1回

小学校
12校区

その他1回

小学校
21校区

その他3回

本会、アイ・あいロビーにて小学校単位で
の福祉教育を実施。
また、府社協主催「福祉教育業務研究
会」に参加し他市町村担当職員と取組み
を共有するとともに効果的な実践について
検討を行った。さらに、認知症機能強化
型地域包括支援センター、アイ・あいロビー
と連携し、小学校教職員を対象とした冬
期自主研修を実施し、学校現場における
福祉教育への理解と実践力の向上を図っ
た。

小学校　２6校区
親子福祉体験　１回
桃山学院大学　２回

冬期自主研修（小学校
教員対象）　１回

①達成
福祉教育内容については、「ふくしきっかけ
講座」を基本としながら、各学校の意向に
応じて、ユニバーサルデザインや防災、ボラ
ンティア体験などの要素を取り入れ、子ども
たちが普段の暮らしの中にある「ふくし」につ
いて身近に学べるよう、柔軟に内容をカス
タマイズした。
また、学校等からの依頼に基づく活動のた
め、学校側の理解を進める必要があると考
え、令和７年度は教職員を対象とした冬
期自主研修を実施した。



③ （誤）地域福祉法 ⇒ （正）社会福祉法 

※資料２「次期（第６次）和泉市地域福祉基本・活動計画策定について」 

 １．地域福祉法での「地域福祉計画」とは 


